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令和３年度　西米良村通学路交通安全プログラム　対策箇所図（一覧）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（通学路合同点検　要対策箇所）

※　赤線は通学路。
※　番号は、「通学路安全点検・整備 結果一覧表」の写真番号。
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写真

番号
地区 危険・要注意箇所

通学

者数

危険個所に対する

整備等の要望内容
要望の理由 事業主体 対策検討事項（予定も含む） 備考

1 坂本商店前の道 11
児童が歩く部分にグリーンベルトの表示をして

欲しい

児童が歩く場所と車道が近く、グリーンベルトで児童が歩くことを

村外の運転手等に意識して欲しいため。
県 県で検討（グリーンベルト設置）

2 「来来ラーメン」前の横断歩道 16
スピード等の注意を喚起する表示等の設置また

は、横断歩道の場所の移動

カーブの途中にあり、見通しが悪いため表示をするか、横断歩道自

体をダイワ電機付近に移動し、児童の安全な横断を促すため。
県、警察

警察で検討（見通しのよい直線部

分に横断歩道を新規設置）

3 「きぬ」からの出口付近 11
児童の飛び出しへの注意喚起をする表示等の設

置
道が狭く、出入りに際して接触等が心配されるため 村

児童へ注意啓発、カーブミラー角

度調整済み。

村道側での対応

4 村所驛からの上がり階段１ 16 民家のブロック塀の補強 民家のブロック塀が高く、倒壊したときに逃げ場がないため 村、学校
所有者へ通知済み（H30）機会ごと

に点検

5 村所驛からの上がり階段２ 16
来来から学校下の道までの階段に手すりをつけ

て欲しい
階段の上り下りの時にこけてしまうため。 村 建設課対応

6 役場入り口から学校間 58
幅を拡張して欲しい。側溝の整備をしてほし

い。
幅員が狭く、雨天時等は特に、傘と車の間隔がほぼないため。 村、学校

村：側溝の整備検討。学校：注意

喚起。

7 スナックケイ（空き家） 6 空き家の管理 空き家が老朽化しており、瓦等が落ちてくることがあるため。 学校
児童へ注意喚起（屋根下で登校待

機しない）

8 松之本
橋を渡って上り坂のカーブ（バス

停の手前付近）
9
見通しが悪く、カーブミラーを設置して欲し

い。

橋を渡って上り坂を曲がるカーブ（バス停付近）は、見通しが悪く

危険なため。
学校 児童への注意喚起

9 田之元～宮之瀬間の川側の歩道 17 落下防止用の柵等の設置
サルが出没するときに川沿いの路肩を登下校することがあるが、川

に面しており、ガードレールも低く落下の危険性があるため
県、学校

ガードレールは県で検討。

児童へ注意喚起（サル出没時の

み、川側の歩道を利用）

ガードレールは道路管理

者の県が対応。

注意喚起は学校

10 田之元住宅前の横断歩道 10
横断歩道の色の塗り直しと村所方面から車への

横断歩道ありの分かりやすい表示

横断歩道の色が薄くなっていることに加え、村所方面から横断歩道

があることが分かりづらく危険であるため
警察

警察で検討（警察より、まずは簡

易作業で対応）

11 旧ふたば園前の道路 36 スピード等の注意を喚起する表示等の設置 制限速度を超えてかなりのスピードで通過する車が多いため
警察、学

校

ＰＴＡ等による速度抑制の看板設

置検討。

12 大佐古商店前の道路 7
大佐古商店前の道路に横断歩道を設置して欲し

い

児童が道路を渡って登校するが、横断歩道が設置されていないた

め。
警察 横断歩道の新設を検討

13 竹原からの通学路 7
竹原からの通学路の木の剪定や除草をして欲し

い。

草や木が茂っており、歩行の邪魔になり、車道にはみ出すところが

ある。
県、村

樹木剪定、除草済み。

必要に応じて随時草刈りを実施。

樹木は村所有。草刈り

は、道路管理者の県で実

施。

14 横野

国道219号線

　石櫃バス停

　咲山バス停

　横野バス停

3
スピード等の注意を喚起する表示等の設置

安全に乗降できる場所への移設

トンネルを抜けた直線でスピードを出す車や追い越しをする車があ

り危険。

警察、学

校

ＰＴＡ等による速度抑制の看板設

置検討。

村所

田之元

・宮之瀬

竹原

Ｒ３通学路安全点検・危険箇所調査まとめ（点検日Ｒ３．８．３１）


